
⽒名 早川　克利 ⽂学部 4回⽣

①   ⽬標の達成度

②   計画の達成度

③   取り組みを通じた⾃⼰成⻑７．今回（今年度）の活動が周囲に与えた影響（社会・周囲）への貢献・還元の点で記述してください。
⽬標を達成することができたかの可否は定かではないが、ポスター作成、ゴミの撤去作業を経て明らかに道端に落ちている
ゴミの量は減り、地域住⺠が⽣活しやすい環境にシフトすることができた。

ポスターなど作成しようとする意欲、問題を解決しようとする試⾏錯誤

③　なぜその⼒を⾝につけることが出来たのか、成⻑を⼿助け・促進させた要因を記載してください

本来の⽬的であったメダカの稚⿂の放流が⾏えず、違うやり⽅で⽬標を達成させようとして⼒を⾝につけたことに気づいた。

②　①で記述した⼒について具体的に説明してください

卒業論⽂とゼミと本活動のマルチタスクで予定的に厳しいものではあり困難を極めたがどちらか⼀⽅だけに⼒を注ぐのではなく、本活動を精⼀杯頑張ることでゼミも卒論にも全⼒で取り組めた。

10．今年度の取り組みを通じて最も⾝についたと思う⼒について、具体的に記載してください。9の設問で回答した⼒でも、それ以外でも
　　　 構いません。

① 　⾝についた⼒

主体性
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本活動を通して⾃分⾃⾝で取り組みにかかる。主体性を養えた。

達成できとことともあったが、⼀番の⽬的であるメダカの放流は学術的に⾏えなかった。

本来の計画通りには⾏かず。⼀年では⽣態系が更⽣したかの判別は難しいため。

６．今回（今年度）の取り組みは、今後の学びや進路にどのように影響しますか。 4．本奨学⾦を受給したことで、以下の項⽬についてどのような影響を与えたか５段階で評価してください。（該当ナンバーに○）
また、併せて評価の理由も書いてください。　評価例︓【　１（達成できなかった）　←　　３（どちらともいえない）　　→　　５（達成できた） 】学び、進路に直接的に影響することは難しいかもしれないが、今回の活動で⾝につけた主体性というのは⽣涯を通して役

⽴つものであると思う。

⽊津川市の⾚⽥川の⽔質調査を各⽉に⾏う。川のゴミの撤去作業を⾏い、その池の汚染の原因の突き⽌め不法投棄防
⽌のポスターを作成し⽊津川市にポスターを川付近に掲⽰する申請を⾏った。その後掲⽰される。
⽣態系確認のための⽣物収集を⾏い原則その後すぐ放流するがレッドリストに掲載されていない固有種をつがいで収集し
たときは飼育し繁殖をさせた後に放流し、ブルーギル、ブラックバス、アメリカザリガニなどの外来種を捕獲した際は市役所へ
報告。そして原因を突き⽌め、ゴミを回収しその他問題が解決できた段階で各々の⽣物の繁殖期を考慮した上で⽇本メ
ダカ、オイカワなどの放流を⾏おうとしたが⽣物学的な観点より断念。故郷の川、⾚⽥川の川⿂の固有種の個体数を増や
すため⽔質改善に注⼒するためゴミの撤去作業を継続して⾏った。

No.9 踏み出し ３．個⼈の成⻑の軌跡3-1．取り組みの過程でどのようなことがあったのか、グラフを作成してください.

活動テーマ
故郷の川の⽣態系を更⽣させる

２．上述のテーマ・⽬標を実現するために実施した計画を具体的に記述してください。

本活動⾃体が⾃分⾃⾝が来年度より社会⼈になり活動地域から離れることから」活動継続は困難であり、後任を探した
いと考えている。

⾃分の計画通りにまず物事は進まない。そんな時に諦めることなく⽬標に対する打開策を模索することが重要であると気づいた。本活動の場合であればメダカの放流はできないという事実を知っ
た時には、メダカが戻ってこれる環境づくりへと⾏動を移した。

3-3．”今回（今年度）の取り組み”と“正課の学びや取り組み”は、どのような関連や影響（相互作⽤）がありましたか︖

１．出願時のテーマ・⽬標を具体的に記述してください。

５．今回（今年度）の取り組みについて、今後の活動展開と展望を記述してください。 3-2．グラフで書いた☆（個⼈がもっとも成⻑したと思うポイント）では、その過程で学んだこと、気づいたことについて具体的に書いてください。


